


幌加内町発注工事
　平成30年4月1日現在の予定であり、発注時期等の変更や記載されていない工事が発注されること
があります。
　また、記載されていても工事の発注が中止となる場合がありますので、あらかじめご了承下さい。

●上記公共工事についてのお問い合わせ先　建設課管理係（TEL 0165-35-2123　内線141）

図面
番号 工　　事　　名 施工場所 予定工期 入札及び

契約方法
発注予定
時　　期 工　事　概　要

13 歯科診療所ボイラー取替工事 字 幌 加 内 ６月～７月 指名競争入札 ６月下旬 既存ボイラー撤去、暖房用ボイラー2
台、給湯用ボイラー1台、煙突塞ぎ１式

14 公営住宅緑ヶ丘団地解体工事 字 幌 加 内 ８月～10月 指名競争入札 ８月中旬 緑ヶ丘団地1棟2戸

15 幌加内中学校校舎トップライト
改修工事 字 幌 加 内 ６月～９月 指名競争入札 ６月中旬 校舎屋根改修

16 政和８線56林班林道補修工事 字政和第三 ６月～８月 指名競争入札 ６月中旬 素掘り側溝８８0m、砂利運搬、砂利
敷き９６0㎥、集水枡設置　ほか

17 公営住宅政和団地解体工事 字政和第二 ８月～10月 指名競争入札 ８月中旬 政和団地2棟4戸

18 政和コミュニティセンター屋上
防水改修工事 字政和第二 ６月～８月 指名競争入札 ６月中旬 屋上防水

19 朱鞠内小学校教室改修工事 字 朱 鞠 内 ５月～７月 指名競争入札 ５月下旬 教室改修

20 添牛内地区改善センター解体工
事 字 添 牛 内 ７月～９月 指名競争入札 ７月下旬 建物解体

21 美深越沢川護岸工事 字 母 子 里 ８月～10月 指名競争入札 ８月中旬 カゴマット工　3段　L=12ｍ

合併処理浄化槽設置工事 町 内 一 円 指名競争入札 随時 浄化槽設置工事一式
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平成30年度　幌加内町発注工事の概要をお知らせします

図面
番号 工　　事　　名 施工場所 予定工期 入札及び

契約方法
発注予定
時　　期 工　事　概　要

1 北七号線舗装新設工事 字 東 栄 ７月～９月 指名競争入札 ７月下旬 舗装工（2層）L=519ｍ、
W=5.0ｍ

2 新東六線橋外１橋補修工事 字沼牛・振興 ６月～10月 指名競争入札 ６月下旬 橋梁補修　２橋

3 幌加内町農村公園周辺施設塗装
改修工 字 雨 煙 内 ５月～７月 指名競争入札 ５月下旬 管理棟、BBQハウス、トイレ、炊事場、ポン

プ小屋、吾妻屋、木柵、その他塗装改修

4 ほろたちスキー場索道支柱等塗
装工事 字 長 留 内 ７月～10月 指名競争入札 ７月下旬 支柱等塗装

５ 新成生第1・第2地区簡易給水
施設解体工事 字 新 成 生 ７月～９月 指名競争入札 ７月下旬 簡易給水施設解体 2基

６ 幌加内簡易水道下幌加内地区水
道管布設替工事 字下幌加内 ６月～８月 指名競争入札 ６月下旬 水道管布設替 PEΦ50 

L=357.00ｍ

7 南五号線外１側溝改修工事 字下幌加内 ７月～９月 指名競争入札 ７月下旬 Uトラフ設置　L=333ｍ

８ 下幌加内線道路改良工事 字下幌加内 10月～１月 指名競争入札 10月中旬 路盤改良・舗装工　
L=50ｍ、W=５.５（８.0）ｍ

９ 東二条北線側溝改修工事 字 幌 加 内 ６月～９月 指名競争入札 ６月中旬 トラフ側溝改修　L=234ｍ　
舗装打換え（2層）A=840㎡

10 幌加内町農業活性化センター屋
上防水改修工事 字 幌 加 内 ６月～８月 指名競争入札 ６月下旬 改修面積６30㎡　

建具、屋根、木部塗装ほか

11 四丁目線側溝改修工事 字 幌 加 内 ６月～８月 指名競争入札 ６月中旬 トラフ側溝改修　L=78ｍ

12 公営住宅旭団地解体工事 字 幌 加 内 ８月～10月 指名競争入札 ８月中旬 旭団地1棟2戸
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　レジャーや山菜を採るために入林者が増加する春
から初夏にかけての時期に、林野火災への注意を呼
びかけることから、4月25日（水）に林野火災予消防
対策協議会を開催しました。
　平成30年は5月20日から6月20日までを林野火災
予防強調期間とし、幌加内町や空知森林管理署北空
知支署など13団体の協力機関の支援のもと、予防
の万全を図ることで認識を統一しました。
　山菜採りや釣りなどで山に入る際は、火の取扱い
には十分注意し、みんなで豊かな森の緑を守りま
しょう。

　朱鞠内小学校（遠藤友文  校長）が北海道森林管
理局より、「国民の森林づくり感謝状」が贈呈されまし
た。本感謝状は、小学校に隣接する国有林を利用した
「わんぱくの森」での四季を通じて活動・取り組みが高
く評価されました。

幌加内町内郵便局と
包括的連携協定を
締結しました

　4月17日（火）、幌加内町と日本郵便株式会社幌加
内町内郵便局と包括的連携協定を締結し、それぞれ
が有する人的、物資資源を有効に活用して、住民サー
ビスの向上及び地域社会の安心・安全の確保や活性
化を図ることを目指して、次の内容について協定を
締結しました。

　深川地区消防組合幌加内支署による防火パレー
ドが4月25日（水）に行われまし
た。パレードに先立ち、細川町
長より「住民のみなさんの火災
予防思想の意識を高めることが
非常に大事な時期となりました
ので、一層の啓発活動をお願い
します」とあいさつがあり、消
防車両など11台が隊列を組み
町内を一周しました。

火の元にはご用心！
～春の防火パレード～

林野火災予消防
　対策協議会を開催

国民の森林づくり感謝状
朱鞠内小学校が受賞！

------  主な連携内容  ------
高齢者等の見守りに関すること
道路損傷等の情報提供に関すること
地域経済活性化に関すること　など

【春のわんぱくの森】
シラカバが蓄えた樹液の
採取や聴診器を木に当
て、木の生命を学ぶ活動

【夏のわんぱくの森】
森の中に図鑑を持って
いき、植物の特徴につ
いて学ぶ活動

【秋のわんぱくの森】
季節による植物の変化
や紅葉のしくみを学ぶ
活動

【冬のわんぱくの森】
スノーシューをはいて
森の中を探検
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　幌加内小学校で4月26日（木）、朱鞠内小学校、幌加内中学校で5月2
日（水）に交通安全教室が開催されました。各小学校では、横断歩道の渡
り方や自転車の交通ルールを学び、町内を周りました。
　また、中学校では、体育館でＤＶＤを見ながら自転車事故の現実につ
いて学びました。士別警察署交通課の
高橋講師より、「実際に自転車による死
亡事故は発生し、油断や慢心が大きな
事故に繋がります。自転車は道路交通
法上では“車両”でありますので、そ
れを自覚し、※自転車安全利用五則を
十分に注意しながら走行しましょう」
と説明がありました。

　幌加内地区、朱鞠内地区で5月15日（火）、添牛内地区で
5月19日（土）に総計300名ほどの関係団体や一般参加者が
町内合同清掃を行いました。
　幌加内地区では、子供たちや老人クラブ、婦人会らが一
つの班となって、コミュニケーションを図りながら、町内
の清掃活動に汗を流しました。
　朱鞠内地区でも北側、南側の２班に分かれ、雪解けから
出てくる、タバコの吸殻や缶コーヒーの空き缶など、袋いっ
ぱいに拾っていました。

各学校で交通安全教室を開催

町内合同清掃で
町をキレイにしました。

自転車安全利用五則
１．自転車は、車道が原則、歩道は例外
２．車道は左側を通行
３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４．安全ルールを守る
　　〇飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　〇夜間はライトを点灯
　　〇交差点での信号厳守と一時停止・安全確認
５．子どもはヘルメットを着用
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事 業 名 主な内容 金　　額
町長が町の振興に必要と認め
る事業（町長おまかせ） 町道除雪業務委託料 6,694,000円
子育て支援及び子どもの教育
振興に関する事業

乳幼児等医費・高校生下宿等
補助金 4,492,000円

そば振興に関する事業 そば普及促進にかかる出店委
託料 2,930,000円

イトウの保護に関する事業 基金へ積立︵イトウの産卵床︶ 2,330,000円
朱鞠内湖周辺の観光振興に関
する事業

朱鞠内湖畔周辺観光施設塗装
改修工事 1,080,000円

平成30年雪害対策支援事業 大雪対策除排雪業務委託 3,967,500円
合　　計 21,493,500円
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平成29年４月～平成30年３月までの寄付申し込み件数は《1,651件》です。

　町では、焼肉用の炭コンロ（中古）を無償で貸し出し
ます。

大　き　さ＝長さ46cm×幅23cm×高さ60cm（脚付）
24cm（脚無）

貸付対象者＝町内に所在する企業･事業所、及び町内で
活動する団体

※網は付いておりませんので、自ら用意してください。

　使用を希望する団体は、役場地域振興室までお問い合
わせください。

屋外焼肉用炭コンロの貸出のお知らせ
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技術職員採用資格試験
■募集職種
　建築職及び土木職
■受付期間
　通年募集
■受験資格
　土木職　高卒・大卒、社会人経験者
　　　　　（平成31年４月１日現在　40歳未満の方）
　建築職　高卒・大卒、社会人経験者
　　　　　（平成31年４月１日現在　40歳未満の方）

※土木職については、２級以上の土木施行管理技士の
有資格者。

※建築職については、２級以上の建築施行管理技士又
は、二級建築士以上の有資格者。

■試験内容
作文試験（１時間）、職務適応性検査（１時間）、
個別面接試験
■試験日時・会場
〈日時〉随時実施

※試験日時については、受付後に通知します。
試験会場集合時間：午前８時45分

　幌加内町では、平成30年度中採用予定の技術職員採
用資格試験を随時実施します。

試験開始時間：午前９時00分
〈会場〉幌加内町中央公民館（雨竜郡幌加内町字幌加

内4699番地）
■合格発表

試験実施後、２週間以内に受験者に対し、通知します。
■採用後の待遇
初 任 給：※採用前の経歴などを考慮して決定します。
参　　考：大卒初任給179,200円
　　　　　高卒初任給147,100円
各種手当：通勤手当、住居手当、時間外勤務手当、寒冷

地手当、扶養手当、期末手当、勤勉手当等が、
それぞれ支給用件に従って支給されます。

■その他
　申込みを希望する場合、試験等に関する詳細情報を確
認したい場合は、下記までご連絡下さい。

〒074-0492
北海道雨竜郡幌加内町字幌加内4699番地
幌加内町役場総務課庶務係
TEL：0165-35-2122
FAX：0165-35-2127

　町外者の自由な発想とアイディアにより、各事業所等
で地域活性化を町民と共に作り上げ、町民に定住してく
れる若き担い手を求めています。

■募集人員
　５名（幌加内町内の観光関係１名、温泉・レストラン
関係１名、農業関係３名）
■受付期間
　通年募集
■勤務先
　幌加内町観光協会勤務

　町内の観光全般にわたる業務や本町の自然や多
くの観光事業を経験した中で現在の課題や将来に
わたる必要な事業を選択し、観光産業が成り立つ
仕組みづくりを創設していくこと。
㈱ほろかない振興公社～政和温泉ルオント勤務～

　幌加内町政和地区に展開している政和温泉ルオ
ントでの温泉、レストラン、物産館の運営を通し
て、魅力ある温泉やレストランの仕組みづくりを
創設していくこと。
幌加内町農業技術センター勤務

　農業技術センターでの研究員として、日常の試
験研究を行いながら、町内の気象条件や土壌等の
特性を十分理解し、町内で普及可能な農産物を生
産し採算ベースまでの仕組みづくりを創設してい
くこと。将来的には農業や農業関連産業に関わる
希望を持つ方。

■募集対象
⑴　概ね 40 歳以下の方（観光協会は概ね 30 歳以下

の方）で、高校卒業以上の資格を持つ方。ただし、
農業技術センター勤務者は、農業系４年制大学を卒
業し、卒業論文を履修した方に限る。

⑵　生活の拠点を３大都市圏及び都市地域等から幌加
内町に移し、住民票を異動させることができる方。

地域おこし協力隊を５名募集！！
⑶　地域の活性化に意欲があり、地域住民と生活をと

もにする意志のある方
⑷　地域住民と積極的にコミュニケーションを図れる

方
⑸　協力隊終了後も幌加内町に定住する意志がある方
⑹　心身共に健康で誠実に職務を行うことができる方
⑺　普通自動車運転免許を取得している方
⑻　土日及び祝日の行事参加や夜間の会議など、不規

則な勤務に対応できる方
⑼　パソコン（ワード、エクセル、インターネットな

ど）の一般的な操作が出来る方
■提出書類

①指定の応募用紙
②履歴書（市販のもので可。写真添付必須、直筆のこと。）
③レポート（A4 で書式自由、パソコン可）
※題名「幌加内町での地域おこし協力隊としての活動

意欲と目標」800 文字程度
■審査方法（受付順で審査を行います）
【１次選考（書類選考）】
　指定の応募用紙、履歴書、レポートを下記住所あて郵
送又は持参して下さい。
　※様式等は幌加内町ホームページに掲載しています。
【２次選考（面接試験）】
　１次選考合格者を対象に行います。
　面接試験の日程等は、１次選考の結果を通知する際に
お知らせします。
■その他
　申込みを希望する場合、試験等に関する詳細情報を確
認したい場合は、下記までご連絡下さい。

〒 074-0492
北海道雨竜郡幌加内町字幌加内4699番地
幌加内町役場　産業課　あて
TEL：0165-35-2122
FAX：0165-35-2127
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６月は環境月間です

　「納税通知書」がお手元にある方で、口座振替をご利用で
ない方は、納税通知書をお持ちの上、納期限までに、納付を
お願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口座残高の確認をお願い
いたします。
○納付場所　北空知信用金庫本支店、きたそらち農業協同組

合幌加内支所、役場出納窓口、役場朱鞠内支所
【お問い合わせ】
　役場総務課税務係　℡35-2121（内115）

住民税第１期の納期限は７月２日㈪です

北海道・青森県・岩手県・秋田県　－環境月間における共同行動－
テレビなどを消して読書・読み聞かせに取り組もう！

～読書で育む、環境にやさしいこころ～

　環境のことを学び、環境のことを考えるきっかけとして、環境に関連する図書を読んでみませんか？また、テレ
ビ・ゲーム・パソコンなどを消して読書や読み聞かせに取り組むことで、テレビなどの電気使用量が低減し、地球
温暖化の主な要因となっているＣＯ２の排出量を削減することができます。
■呼びかけの主唱
　北海道・北東北地球温暖化対策推進本部（構成　北海道、青森県、岩手県、秋田県）
■お問い合わせ
　北海道環境生活部環境局環境政策課　　環境企画グループ
　TEL 011-231-4111(内線24-222)　FAX 011-232-1301
◎皆様におかれましては、趣旨を御理解いただき、環境月間における取組の一環として、　
「テレビなどを消して、読書・読み聞かせ」に積極的に取り組んでくださいますよう
お願いいたします。

６月は環境月間です

士別警察署かわら版
○山菜採りに伴う遭難防止○

　この時期は、山菜採りに出かける人が山中で道に迷った
り、怪我をする遭難が多発しています。山菜採りで入山する
方は、十分な準備と慎重な行動を心掛けてください。

①　行き先と帰宅予定時間を家族に告げる
②　単独での入山を避ける
③　目立つ色の服装で入山する
④　満充電した携帯電話を携行する
⑤　迷ったら落ち着いて行動し、むやみに歩き回らない

～ 新手口の特殊詐欺に注意 ～
　最近、警察官や金融庁の職員等を装って『指紋を取らな
ければならないので封筒にキャッシュカードを入れ封印し
て下さい。』『メモに暗証番号を書いてキャッシュカードと
メモを封筒に入れて下さい。』などと言い、犯人が用意した
別の封筒とすり替えて、キャッシュカードを盗む手口が増
えています。警察官等をかたって、キャッシュカードを要求
する電話は、詐欺です。騙されないように注意して下さい。
お問い合わせは士別警察署まで。

士別警察署　㈹23－0110

【山菜採り入山者心得】

●自衛官候補生
資　　格…日本国籍を有し、採用予定月の１日現

在、18歳以上27歳未満の男女
受付期間…年間を通じて行っております。
試験期日…平成30年６月24日㈰・25日㈪
試験会場…受付時にお知らせします。
●お問い合わせ
自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊（0166-
54-5617）又は、役場窓口まで

平成30年度自衛官等募集案内

　札幌国税局では、国税局や税務署において、税
のスペシャリストとして活躍する税務職員を募
集しています。平成30年度の採用試験の概要は、
次のとおりです。
１　受験資格

高卒見込みの者及び高卒後３年を経過してい
ない者

２　申込受付期間
　⑴　インターネット

６月18日㈪～６月27日㈬
申込専用アドレス　
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　⑵　インターネット申込みができない場合
第１次試験地を管轄する人事院地方事務局に
お問合せください。
※　人事院北海道事務局　〒060-0042　札幌
市中央区大通西12丁目　TEL011-241-1248

３　第１次試験【基礎能力試験、適性試験、作文
試験】　９月２日㈰

４　第１次試験合格者発表日　10月４日㈭
５　第２次試験【人物試験、身体検査】
10月10日㈬～10月19日㈮のうち指定する日

６　最終合格者発表日　11月13日㈫
　御不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当
（℡011－231－5011 内線2315）又は最寄りの
税務署（総務課）にお尋ねください。

税務職員募集

環境忍者 えこ之助

６月は環境月間です
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　国民年金基金は、老後に受け取る国民年金（老齢基礎
年金）に上乗せして、より豊かな老後を保障する公的な
年金制度です。国民年金基金制度には、税制上の優遇処
置があります。
※60歳以上65歳未満の方や
海外に居住されている方で国
民年金に任意加盟されている
方も加入できます。
　詳しくは北海道国民年金基
金（0120-65-4192）までお
問い合わせください。

　女性の健康上の幅広い相談に対応するために『女性の健康サポートセンター』を開設しています。

●日　時　　毎月第３火曜日　１０：００～１２：００
︵6／19、7／17、8／21、9／18、10／16、11／20、12／18、１／15、２／19、３／19︶

●場　所　　上川保健所（上川総合振興局保健環境部保健行政室）
旭川市永山６条19丁目１－１　上川合同庁舎内  相談室

●対　象　　上川保健所管内にお住まいの方
︵鷹栖町・東神楽町・当麻町・比布町・愛別町・上川町・東川町・美瑛町・幌加内町）

●担当者　　保健師が相談に応じます。
●申込先　　相談は予約制です。前日までにお電話で予約してください。

電話　0166－46－5992（健康支援係）
●その他 相談は無料です。プライバシーは厳守いたします｡

電話ではちょっと・・・という方にお部屋をご用意しています
女性の健康相談の日（予約制）

女性の健康サポートセンターについてのお問い合わせ先
　上川保健所（上川総合振興局保健環境部保健行政室）
　　　健康推進課 健康支援係

　      旭川市永山６条19丁目１－１　上川合同庁舎内　電話　0166-46-5992

女性の健康相談ダイヤル
●ダイヤル先　０１６６－４６－５９９２
●受 付 時 間　月～金曜日　8：45～17：30（土日祝日を除く︶
●相 談 内 容　＊妊娠・出産・子育てに関する相談　　　　　　＊不妊に関する相談

＊思春期の健康に関する相談　　　　　　　　　＊更年期に関する相談
＊その他女性の心身の健康に関する相談　　　　＊「女性の健康相談の日」の予約

上川保健所『女性の健康サポートセンター』のご案内

　妊娠中に風疹に罹患すると先天性風疹症候群を発症する危険性が高いため、幌加内町に住所を有し、町内の医療
機関で風疹の予防接種を希望する下記の方を対象に、予防接種の接種料金の全額助成をしております。
⑴　今後妊娠を希望している女性
⑵　今後妊娠を希望している、または現在妊娠中の女性の夫
⑶　現在妊娠中の女性と同居している家族等で、風疹に罹患していない可能性が高い者

【助成額】
　風疹抗体価検査費用、風疹予防接種費用の全額を助成します。
【お問い合わせ】
接種を希望される方は、事前に予約が必要となりますので町立幌加内診療所（Tel：35-2321）までご連絡ください。
助成に関するお問い合わせ：保健福祉総合センター「アルク」　
　　　　　　　　　　　　　すこやか保健係　保健師　電話　35－3090

せいわ温泉
 ルオント入浴料
大人500円→400円
子供250円→200円

ソフトクリーム
   50円引き
平成30年7月31日まで有効
※有効期限内、何度でも
　利用可。
　他サービス券等の併用不可

✂

※クーポンは切り取り、ご提示願います。

✂　日頃より、道の駅
「森と湖の里ほろかな
い」をご利用いただき
ありがとうございます。
道の駅では、町民の皆
様に対して毎月クーポ
ンを発行することとい
たしましたので、ご利
用いただきますようお
願いいたします。

道の駅
クーポン

風疹予防接種助成事業のお知らせ

ご存知ですか？　「国民年金基金」
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　平成12年度にスタートした介護保険制度は、介護が必要な状態となったときに、費用の一部を負担するだ
けで介護サービスを受けることができる制度です。
　介護保険料は、３年ごとに見直しされる介護保険事業計画に基づき決定されます。
　このたび、第７期幌加内町高齢者福祉・介護保険事業計画（平成30年度～平成32年度）を策定し、第１号
被保険者（65歳以上の方）の本町の介護保険料を改定しましたのでお知らせします。

　保険料は、介護保険制度を運営していくための大切な財源となるものです。
　「みんなで支え合う」という本制度の趣旨にご理解いただき、介護が必要になった時に誰もが安心してサー
ビスを利用できるように、保険料は必ず納めましょう。

(　　　)内は軽減後

●　幌加内町の平成30年度～平成32年度の介護保険料の基準額は下記のとおりとなっています。

■　お問い合わせ先　幌加内町保健福祉課介護保険係　ＴＥＬ　0165－35－3090

●　「基準額」は所得段階の「第５段階」の額にあたります。
●　その「基準額」をもとに、前年度の収入によって１～９段階の保険料に分かれます。

幌加内町の基準額　　　56,400円（年額︶

○第７期（平成30～32年度）の段階別介護保険料年額
段階 対象となる方 保険料の調整率 保険料年額

第１段階

・生活保護受給者の方
・本人が老齢福祉年金受給者で、
　世帯全員が町民税非課税の方 基準額×0.50

　　　　(0.45)
28,200円
(25,380円)

本
人
が
町
民
税
非
課
税

・世帯全員が町民税非課税で、
本人の前年度の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円以下の方

第２段階
・世帯全員が町民税非課税で、
本人の前年度の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円を超え120万円以下の方

基準額×0.75 42,300円

第３段階
・世帯全員が町民税非課税で、
本人の前年度の合計所得金額＋課税年金収入
額が120万円を超える方

基準額×0.75 42,300円

第４段階
・同世帯で町民税を課税されている方がいて、
本人の前年度の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円以下の方

基準額×0.9 50,760円

第５段階
・同世帯で町民税を課税されている方がいて、
本人の前年度の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円を超える方

基準額×1.0
（基準額） 56,400円

第６段階 本
人
が
町
民
税
課
税

・本人の前年度の合計所得金額が、
120万円未満の方 基準額×1.2 67,680円

第７段階 ・本人の前年度の合計所得金額が、
120万円以上200万円未満の方 基準額×1.3 73,320円

第８段階 ・本人の前年度の合計所得金額が、
200万円以上300万円未満の方 基準額×1.5 84,600円

第９段階 ・本人の前年度の合計所得金額が、
300万円以上の方 基準額×1.7 95,880円

～介護保険制度改正のお知らせ～
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　今回は、町の現在の会計では表に出てこない資産・負債の状況を総括的に明らかにするため「貸借対照表」、
「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算書」を作成しましたのでお知らせします。

※これまでの世代が既に負担した資産の割合（純資
産比率）は89.2％で、この割合が高いほど将来
世代への負担の先送りが少ないことになります。

貸借対照表（バランスシート）

純資産変動計算書

行政コスト計算書

資金収支計算書

町が保有している資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で形成してきたかを表したものです。

　純資産が1年間にどのように増減したかを表したもの
です。純資産の増加は、現世代の負担により将来世代の
負担が軽減されたことになります。

　行政サービスを提供するために、「人」や「物」など
に費やした金額と、対価として得た使用料、手数料など
を表したものです。

　１年間の資金の流れを表したもので、区分して表示す
ることで、どのような活動に資金が使われたかを示しま
す。

資産：531.3億円
（これまで積上げてきた資産）

住民一世帯当たりの貸借対照表

住民一世帯当たりの行政コスト計算書

※財務書類の詳細は、町ホームページに公表しています。

資産
6,675万円

経常費用
522万円

負債 719万円

経常収益 38万円

純資産 5,956万円

純経常費用 484万円

当期変動高：▲7.4億円
経常費用：41.6億円

経常収益：3.0億円

純経常費用：38.6億円

当期収支：0.0億円

期末純資産残高：474.1億円

期末資金残高：0.8億円

期首純資産残高：481.5億円

期首資金残高：0.8億円

負債：57.2億円
（将来世代が負担する金額）

（内訳）
●土地・建物・道路など
 477.2億円
●基金など 52.8億円
●その他（資金など） 1.3億円

（内訳）
●純行政費用 ▲38.5億円
●財源の調達 31.1億円
（地方交付税、町税収入など）

　（内訳）
●人にかかるコスト 8.7億円
●物にかかるコスト 22.3億円
●その他のコスト　 　
　・補助金等 10.2億円
　・その他（地方債の利子など） 0.4億円

（使用料や手数料などの収入）

（地方交付税や町税などで賄うコスト）

（内訳）
●業務活動収支 3.4億円
（人件費・補助支出、国道支出金・地方交付税など）
●投資・財務活動収支 ▲3.4億円
（公共施設整備、基金積立・取崩、など）

（内訳）
●地方債など 56.5億円
●その他 0.7億円

●純資産＝資産－負債

平成28年度　幌加内町普通会計財務書類４表

純資産：474.1億円
（これまでの世代が負担した金額）

2018.611



2018.6 12



保険料の納付
　　困難なときは
　経済的に保険料を納めるのが困難な方のために免除・猶予・特例制度があ
ります。
　免除・猶予・特例制度を申請し承認された期間は、老齢年金と障害基礎年金、
遺族基礎年金を受給するための資格期間に入れることができます。
※納付猶予になった期間は年金額には反映しません。
　受給する年金額を増やすには、保険料免除や納付猶予になった保険料をあとから納める必要がありま
す。（追納制度）

・・免除制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　所得が少なく本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の場合や失業した場合など、国民年金保
険料の納付が経済的に困難な場合は、申請し承認されると保険料の納付が免除になります。申請免除の
承認期間は7月から翌年6月までです。免除される額は、全額、4分の3、半額、4分の1の四種類があります。

・・納付猶予制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　20歳から50歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合には、申請し承認されると
保険料の納付が猶予されます。申請免除の承認期間は7月から翌年6月までです。
　※平成28年6月までは30歳未満が対象となります。

・・学生納付特例制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　本人の所得が一定以下の学生は、申請により在学期間中の保険料を後払いにできます。家族の方の所
得の多寡は問いません。特例の対象となる期間は4月から翌年の3月までです。

・・申請期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　申請が遅れても保険料の納付期限から2年を経過していない期間（申請時点から2
年1ヶ月前までの期間）について、さかのぼって免除等を申請することができます。
（学生納付特例も同様です）

老　齢　基　礎　年　金 障 害 基 礎 年 金
遺 族 基 礎 年 金

（受給資格機関への算入）受給資格期間への算入 年 金 額 へ の 反 映

納付 ○ ○ ○
全額免除 ○ ○（※ 2） ○
一部納付（※ 1） ○ ○（※ 3） ○
納付猶予
学生納付特例 ○ × ○

未納 × × ×
※１　一部納付の承認を受けている期間については、一部納付の保険料を納付していることが必要です。
※２　平成21年4月以降は、2分の1が国庫負担されます。
※３　平成21年4月以降は、4分の1納付の場合は「5/8」、2分の1納付の場合は「6/8」、4分の3納付の場合は、「7/8」が年

金額に反映します。　
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●乳幼児・児童に関する行事
乳幼児健診 18日（水） 保健福祉総合センター 受付 12：30～
子育て教室 26日（木） 保健福祉総合センター 10：00～11：30

乳幼児予防接種

３日（火）

町立幌加内診療所 15：00～16：30
10日（火）
17日（火）
24日（火）
31日（火）

●成人・老人に関する行事

特定健康診査・
　30代健康診査

４日（水）
保健福祉総合センター ９：00～11：00

13：00～15：00５日（木）

11日（水）
朱鞠内老人クラブ ９：00～10：00
添牛内コミュニティセンター 11：00～11：30

12日（木）
政和コミュニティセンター ９：00～９：30
沼牛研修センター 13：00～13：30

結核・肺がん検診
24日（火）

場所・時間については、検診案内をご覧ください
25日（水）

老人健康相談
３日（火） 母子里老人クラブ 10：00～11：00
10日（火） 幌加内老人クラブ ９：00～10：00
19日（木） 添牛内老人クラブ 10：00～11：00

健　康
コラム
2018 糖尿病連携手帳
　先月の広報では「保険者インセンティブ制度」についてお知らせ
しました。制度の共通指標として、糖尿病の重症化予防がありまし
たね。糖尿病患者さんだけでなく、将来発症する可能性のあるすべ
ての人が予防のために努力をしていく必要があります。
　糖尿病は、ほうっておいたり治療を中断したりすると、全身の合
併症を発症します。体のいたる所で合併症が起きるため、網膜症は眼科に、歯周病
は歯科にというように専門の医療機関にかかることが重要です。
　そこで重要となるのが糖尿病連携手帳です。糖尿病連携手帳は、患者さんを中心
に「かかりつけ医」と「病院」、「かかりつけ眼科医」、「かかりつけ歯科医」が連携し、

質の高い糖尿病診療を行うために用いられます。糖尿病連携
手帳には病院や眼科、歯科での検査結果や保健指導の内容な
どが記録できる欄や、糖尿病の合併症について学ぶことがで
きるページなどがあります。そのため、糖尿病と診断された
方は診察に必ず持参するようにしましょう。

７第221回
「血糖の動き」

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行って
おります。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。また、
来所の前にアルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。
○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40歳以上の方で過去
に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前に
アルク保健師までご連絡ください。

　糖尿病をすでに発症している人もそうでない人も、大切なことは自
分の血糖をコントロールすることです。
　１日に必要なエネルギー量があるので、極端に食事を我慢してはい
けません。食事に気をつけるだけなく、運動を行っていくことも重要
です。無理のない範囲で継続できるよう、自分の生活を見直してみま
しょう。

2018.6 14



■山村広場の開設について

■移動芸術鑑賞会のおしらせ
　「ブリヂストン美術館展」訪問

【日　　時】平成30年6月23日（土）
【行　　先】札幌市　北海道立近代美術館
【対　　象】幌加内町民（定員20名・先着）

※申込みが10名未満の場合は、中止とす
る場合があります。

【集　　合】中央公民館（役場）前
午前 7:50 集合、8:00 出発

【お 申 込】6月14日（木）までに教育委員会社会教育
係へお申込みください。

【参 加 料】大　人：1,500円 中高大生：1,000円
小学生： 500円

【お問合せ】 教育委員会社会教育係
Tel:0165-35-2177

 ◇今月のあたらしい本
・玉村警部補の巡礼
 海堂尊／著（宝島社）
・カットバック 警視庁ＦＣ２
 今野敏／著（毎日新聞出版）
・おかんメールリターンズ
  『おかんメール』制作委員会／編（扶桑社）

【日　　時】平成30年6月23日（土）
開場13:45　開演14:00～

【場　　所】町民研修センター「大講堂」
【対　　象】幼児・小学生・保護者
【入 場 料】無　料
【上演作品】人形劇「三まいのおふだ」

　小坊主さんが山で栗拾い
をしていると、やまんばが
現れて…。日本の有名な昔
話を人形劇で楽しもう！ （上演時間50分）

【お問合せ】教育委員会社会教育係
Tel:0165-35-2177

◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

６月

11日㊊ 高齢者いきいき大学
　「講和とマジックの実演」 高齢者コミュニティーセンター 10:30～

17日㊐ 札響メンバーらによる
　トリオコンサート in 幌加内 生涯学習センター 15:30～

21日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
1～3年生　15:20～
4～6年生　16:00～

23日㊏

子ども芸術劇場
　人形劇「三まいのおふだ」 町民研修センター大講堂 14:00～

移動芸術鑑賞会
　「ブリヂストン美術館展」訪問 ※中央公民館前　出発 集合  7:50、出発  8:00

７月 12日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
1～3年生　15:20～
4～6年生　16:00～

　今年度も下記のとおり山村広場を開設します。
　山村広場は、町民の生涯スポーツ振興と健康の保持
増進を図り、スポーツ・レクリエーション等を通じて、
明るく豊かな地域づくりを推進することを目的として
いますので、多くの方の利用をお待ちしています。
　なお一部積雪等により使用できない箇所もあります
のでご了承ください。
【期　　間】5月18日～10月31日（予定）
【時　　間】午前6時～午後9時まで

（夜間照明のない施設は、日没まで）
【使用申込】教育委員会社会教育係

Tel:0165-35-2177

■高齢者いきいき大学
【日　　時】平成30年6月11日（月）

　　　　　10:30～ 11:40
【場　　所】高齢者コミュニティセンター
【対　　象】各地区老人クラブ会員
【内　　容】『講話とマジックの実演』

～高齢者の生きがいと生活の安全～
【講　　師】西垣マジック教室　西垣良克氏（旭川市）
【参 加 料】無　料
【お問合せ】教育委員会社会教育係

Tel:0165-35-2177

■札響メンバーらによる
　トリオコンサート in 幌加内町

【日　　時】平成30年6月17日（日）
開場15:00　開演15:30～

【場　　所】生涯学習センター
【対　　象】幌加内町民
【入 場 料】無　料
【主　　催】幌加内町文化連盟
【後　　援】（財）札幌交響楽団、幌加内町教育委員会
【お問合せ】 教育委員会社会教育係

Tel:0165-35-2177

■子ども芸術劇場・人形劇
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第
１
回
臨
時
会
を
開
催
！

（
Ｈ
30
年
１
月
19
日
）

○
平
成
29
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

・
職
員
採
用
試
験
業
務
委
託
料
、
備

品
購
入
費
の
増
額
に
よ
り
55
万
３
０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
45
億
８
１

１
２
万
１
０
０
０
円
と
し
た
。

第
１
回
定
例
会
を
開
催
！

（
Ｈ
30
年
３
月
７
～
16
日
）

○
平
成
29
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

・
児
童
手
当
費
、
剣
道
及
び
ス
キ
ー

の
全
国
大
会
出
場
に
よ
る
町
外
行
事

参
加
補
助
金
、
ほ
ろ
た
ち
ス
キ
ー
場

リ
フ
ト
修
繕
料
の
増
額
に
よ
り
２
７

４
万
５
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額

45
億
８
３
８
６
万
６
０
０
０
円
と
し

た
。

○
平
成
29
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）

・
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
整
備
導
入

調
査
業
務
委
託
料
、
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
委
託
料
、
道

営
幌
加
内
西
部
地
区
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
負
担
金
、
道
営
幌
加
内
東
部

地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
負

担
金
、
橋
梁
補
修
工
事
等
の
減
額
に

よ
り
７
１
８
２
万
４
０
０
０
円
を
減

額
し
、
総
額
45
億
１
２
０
４
万
２
０

０
０
円
と
し
た
。

質
疑 

春
名
議
員

平
成
29
年
度
の
最
終
的
な
収

支
決
算
に
つ
い
て
、
ど
の
様

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
予
想

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
報
告
願
い
た

い
。

答
弁 

副
町
長

普
通
交
付
税
総
額
20
億
７
３

２
０
万
円
は
確
定
額
で
あ

　
１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
２
名
が
一
般
質
問
、
承
認
１
件
、
報

告
３
件
、
議
案
28
件
、
同
意
２
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

平
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年　
第
１
回
臨
時
会︵
１
月
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日
︶

平
成
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年　
第
１
回
定
例
会
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３
月
７
～
16
日
︶
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●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、
直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）　　〒 074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛

る
。
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
大

雪
が
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
１
億

４
８
４
５
万
４
０
０
０
円
を
見
込

み
、
総
額
22
億
２
１
６
５
万
４
０
０

０
円
を
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

基
金
取
崩
し
に
つ
い
て
は
、
当
初
見

込
み
額
か
ら
９
５
０
０
万
円
程
度
の

取
崩
し
と
な
り
、
基
金
繰
入
金
１
億

４
０
０
０
万
円
を
減
額
し
た
。

○
平
成
29
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

・
国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
導
入
負

担
金
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
、
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
等

の
減
額
に
よ
り
２
５
１
３
万
円
を
減

額
し
、
総
額
２
億
９
６
９
８
万
３
０

０
０
円
と
し
た
。

○
平
成
29
年
度
幌
加
内
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託
料
の

増
額
に
よ
り
24
万
５
０
０
０
円
を
増

額
し
、
総
額
２
億
２
１
７
万
２
０
０

０
円
と
し
た
。

○
平
成
29
年
度
幌
加
内
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
脱
水
汚
泥
処
理
手
数
料
の
減
額
に

よ
り
64
万
９
０
０
０
円
を
減
額
し
、

総
額
６
６
４
３
万
２
０
０
０
円
と
し

た
。

○
幌
加
内
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正

・
個
人
情
報
の
定
義
明
確
化
及
び
要

配
慮
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

条
例
改
正
し
た
。

○
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正

・
平
成
30
年
４
月
か
ら
国
保
都
道
府

県
化
に
伴
う
事
務
標
準
化
に
よ
り
全

道
均
一
の
給
付
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

葬
祭
費
の
支
給
額
を
統
一
す
る
こ
と

に
つ
い
て
条
例
改
正
し
た
。

○
幌
加
内
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

・
国
民
健
康
保
険
の
非
保
険
者
で
あ

り
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ

り
、
住
所
地
特
例
適
用
を
受
け
従
前

住
所
地
の
非
保
険
者
と
さ
れ
て
い
る

者
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
場
合
、
当
該
住
所
地
特
例
の

適
応
を
そ
の
ま
ま
引
継
ぎ
従
前
住
所

地
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

非
保
険
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
条

例
改
正
し
た
。

○
幌
加
内
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正

・
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
に

か
け
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保

険
料
の
基
準
額
が
変
更
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
条
例
改
正
し
た
。

○
幌
加
内
町
持
ち
家
建
設
促
進
条
例

の
一
部
を
改
正

・
企
業
が
働
き
手
を
確
保
す
る
た
め

住
環
境
整
備
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
雇
用
促
進
住
宅
の
補
助
限
度

額
変
更
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
条
例

改
正
し
た
。

○
幌
加
内
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正

・
平
成
28
年
６
月
を
も
っ
て
幌
加
内

町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
が
閉
院
。

平
成
28
年
度
、
国
民
健
康
保
険
病
院

に
関
す
る
所
管
事
務
が
皆
無
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
条
例
改
正
し
た
。

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ

い
て

・
小
野
田
倫
久
氏
を
教
育
長
と
し
て

任
命
及
び
再
任
命
す
る
案
に
同
意
し

た
。

残
任 

→ 

平
成
30
年
４
月
１
日

～ 

平
成
30
年
５
月
31
日

再
任 

→ 

平
成
30
年
６
月
１
日

～ 

平
成
33
年
５
月
31
日

同

意

条

例

改

正

発
　

議
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今
年
の
本
町
の
冬
は
道
内
降

雪
量
を
48
年
ぶ
り
に
更
新
す

る
程
の
豪
雪
と
な
り
、
２
月
16
日
に

大
雪
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
対
応
策
は
十
分

に
機
能
さ
れ
、
今
後
、
融
雪
期
を
見

据
え
災
害
予
防
に
対
し
、
ど
の
様
に

取
り
組
む
の
か
。

答
弁 

町
長

町
が
定
め
て
い
る
「
地
域
防

災
計
画
」
で
は
、「
区
域
内
に

災
害
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
場
合
で
必
要
と
認
め
る
と

き
は
、
本
部
を
設
置
し
、
強
力
に

防
災
活
動
を
推
進
す
る
も
の
と
す

る
。」
と
な
っ
て
い
る
。
防
災
計
画

の
中
で
は
、「
国
道
・
道
道
・
町
道
」

の
除
雪
対
策
や
「
通
信
施
設
」「
電
力

施
設
」
の
雪
害
対
策
を
定
め
て
い
る

が
、
今
回
は
町
民
生
活
に
支
障
を
き

た
す
、
あ
る
い
は
大
き
な
事
故
に
も

成
り
か
ね
な
い
と
の
判
断
か
ら
「
災

害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
例
年
よ

り
雪
が
多
い
た
め
各
家
庭
で
困
っ
て

い
る
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
と
し

た
。
各
自
治
区
長
か
ら
の
情
報
収

集
、
職
員
に
よ
る
見
回
り
、
空
き
家

所
有
者
へ
の
除
雪
要
請
、
各
家
庭
か

ら
の
要
望
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
建

設
業
協
会
、
自
治
区
、
職
員
で
分
担

し
除
排
雪
作
業
を
実
施
し
、
大
き
な

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
第
一
の

目
的
は
達
成
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
融
雪
期

を
迎
え
る
中
、
同
様
の
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
対
策
と
し
て
は
、
職
員
に
よ
る
現

地
調
査
及
び
各
自
治
区
長
か
ら
の
情

報
収
集
や
国
・
道
、
河
川
管
理
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
積
雪
、
堆
積
し
た

雪
及
び
結
氷
に
よ
り
、
河
川
が
著
し

く
狭
め
ら
れ
て
い
な
い
か
、
家
屋
や

道
路
な
ど
に
影
響
を
き
た
さ
な
い

か
、
巡
視
警
戒
し
、
被
害
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
早
急
に
河
川
内
の
除

雪
、
結
氷
の
除
去
な
ど
を
行
い
下
流

能
力
の
確
保
を
図
る
。

　
再
質
問

大
雪
に
よ
っ
て
住
民
が
本
町

に
長
く
住
み
た
い
意
識
が
薄

れ
て
い
な
い
の
か
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
地
域
住
民
の
助

け
合
い
や
町
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力

が
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
助
成
金

等
の
交
付
措
置
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。

再
答
弁 

町
長

予
防
策
に
対
し
て
は
、
今
回

の
対
策
を
十
分
に
踏
ま
え
今

後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
町
民
に
対
し
て
の
助
成
等
だ
が
、

一
部
自
治
区
に
お
い
て
共
助
と
し
て

実
施
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
自
治
区
に
対

し
て
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
事

業
」
の
助
成
を
行
う
。
こ
の
様
な
共

助
が
広
ま
っ
て
い
く
と
あ
り
が
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
一
般
家

庭
に
対
す
る
更
な
る
助
成
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
再
々
質
問

個
人
の
問
題
で
あ
り
行
政
の

対
応
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
除
雪
費
、
燃
料
費
、
個
々
に
お

け
る
業
者
の
依
頼
な
ど
、
こ
の
冬
は

特
別
な
状
況
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
個
々
で
行
え
る
こ
と
は
最
大
限

努
力
し
た
と
思
う
が
、
行
政
と
し
て

も
何
か
報
い
る
方
策
を
検
討
願
い
た

い
。

再
々
答
弁 

町
長

十
分
に
理
解
を
し
て
い
る
。

今
回
の
大
雪
は
、
あ
る
意
味

レ
ア
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
町
が
あ
る

程
度
助
成
し
た
い
と
な
っ
た
時
、
制

度
設
計
は
極
め
て
難
し
い
た
め
ど
の

部
分
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
の
も
の

を
助
成
す
る
の
か
。

　
制
度
設
計
が
難
し
い
と
既
存
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
の
福
祉
除
雪
な

ど
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
そ
の
上
で

更
に
何
か
レ
ア
な
ケ
ー
ス
と
な
っ
た

時
に
は
何
か
を
考
え
る
。
こ
の
状
況

が
引
き
続
き
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
既

存
制
度
を
含
め
、
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

そ
ば
振
興
と
し
て
、
そ
ば
の

里
大
使
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
再
任
用
、
共
同
販
売
拠
点
「
ま
る

ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
再
出
展
経
費
が
予

算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
成
果
を
ど

の
程
度
捉
え
て
の
事
業
な
の
か
。

答
弁 

町
長

そ
ば
の
里
大
使
、
ま
る
ご
と

に
っ
ぽ
ん
の
関
係
に
つ
い

て
、「
ほ
ろ
か
な
い
そ
ば
」
は
業
界
で

の
知
名
度
は
一
定
の
浸
透
が
あ
る

が
、
一
般
消
費
者
へ
の
知
名
度
は
道

内
４
割
程
度
、
関
東
５
パ
ー
セ
ン
ト

を
切
っ
て
い
る
。
度
々
上
京
す
る
が

名
刺
を
出
し
て
も
地
名
さ
え
も
呼
ん

で
も
ら
え
な
い
事
か
ら
、
都
心
を
中

心
に
本
町
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
、
地
方
創
生
の
も
う
ひ
と
つ

の
柱
で
あ
る
朱
鞠
内
湖
の
Ｐ
Ｒ
も
合

わ
せ
て
実
施
し
た
。

大
雪
災
害
に
対
し
て

の
対
応
と
融
雪
期
に

向
け
て
の
予
防
策
に

つ
い
て

建
設
業
協
会
、
自
治

区
、
職
員
で
分
担
し

大
き
な
事
故
を
未
然

に
防
い
で
き
た
。
融

雪
期
に
向
け
て
巡
視

警
戒
を
行
っ
て
い
く

共
同
販
売
拠
点
﹁
ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
﹂

に
つ
い
て

都
心
を
中
心
と
し
た

Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
あ
り

「
幌
加
内
そ
ば
・
朱

鞠
内
湖
」
を
中
心
と

し
た
、
展
示
・
販
売

等
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
く

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

小関議員

一
般
質
問
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
ほ

ろ
か
な
い
そ
ば
の
振
興
に
加
え
、
マ

チ
の
活
性
化
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
く
。
成
果
と
し
て
、
そ
ば
の
里

大
使
に
つ
い
て
は
、
大
使
の
東
京
、

札
幌
、
旭
川
の
イ
ン
ス
ト
ア
ラ
イ
ブ

や
動
画
の
撮
影
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
配
信

な
ど
、
道
内
を
始
め
関
東
圏
に
お
い

て
幌
加
内
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
も

ら
っ
た
。

　
そ
ば
の
里
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い

て
は
、
そ
ば
振
興
と
マ
チ
の
活
性
化

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
昨
年
若
手
そ
ば
生
産
者
に
よ
る

初
の
イ
ベ
ン
ト
「
そ
ば
の
花
道
」
の

開
催
に
結
び
つ
き
、
今
後
の
成
果
に

期
待
を
し
て
い
る
。

　
東
京
都
浅
草
で
の
共
同
販
売
拠
点

「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
の
出
展

は
、「
幌
加
内
そ
ば
・
朱
鞠
内
湖
」
を

中
心
と
し
た
展
示
、
販
売
の
ほ
か

に
、
同
施
設
内
で
の
合
同
、
単
独
イ

ベ
ン
ト
に
６
回
ほ
ど
参
画
し
、
特
産

品
の
販
売
は
も
と
よ
り
、
手
打
ち
そ

ば
の
試
食
、
夏
祭
り
の
か
き
氷
大
会

参
加
、
そ
ば
料
理
教
室
の
ほ
か
、
そ

ば
の
里
大
使
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施
し
、
最
大

限
、
幌
加
内
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
知

名
度
向
上
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

と
判
断
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
の

商
品
に
関
し
て
色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
た
商
品
開
発
に
繋
が
っ
て
頂
け

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
更
に
は
来
場
し
た
お
客
様
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
も
結
び
つ
い
た
方

も
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
う
。

「
地
方
創
生
と
し
て
雇
用
の

増
加
・
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
る
政
策
、
豪
雪
等
の
ハ
ン
デ
ィ
を

カ
バ
ー
し
、
す
み
や
す
い
町
づ
く
り

を
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と

示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
本
町

の
姿
、
目
標
を
伺
い
た
い
。

答
弁 

町
長

昨
年
発
表
の
人
口
動
態
で
は

「
介
護
人
材
確
保
事
業
」
を

始
め
、
い
く
つ
か
の
要
件
に
よ
り
、

総
務
省
発
表
平
成
29
年
１
月
に
は
、

ほ
ぼ
半
世
紀
ぶ
り
の
転
入
超
過
20
人

と
な
り
、
対
前
年
比
12
人
の
人
口
増

と
な
っ
た
。

　
ハ
ン
デ
ィ
を
カ
バ
ー
す
る
件
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
幌
加
内
町
に
一

日
で
も
長
く
す
み
続
け
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
各
分
野
に
お
い
て
厳
し

い
自
然
条
件
を
少
し
で
も
カ
バ
ー
す

る
必
要
が
あ
る
。
各
分
野
に
お
い
て

長
い
間
政
策
と
し
て
実
施
し
て
い

る
、
冬
期
生
活
除
雪
支
援
事
業
、
福

祉
除
雪
、
老
人
家
庭
等
除
雪
費
、
福

祉
灯
油
代
助
成
や
農
業
振
興
奨
励
補

助
金
に
よ
る
融
雪
促
進
対
策
事
業
な

ど
、
こ
れ
ら
事
業
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
と
も
に
、
昨

年
正
式
に
運
行
を
開
始
し
た
公
共
交

通
機
関
「
ほ
ろ
み
ん
号
」
の
充
実
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
記
録
的
な
豪
雪
に
つ
い
て

は
、
行
政
の
み
で
は
な
く
、
建
設
業

協
会
や
町
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
っ
た
次
第
で
、
改
め
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
を
感
じ

た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
小
さ
い
自
治

体
な
ら
で
は
の
「
公
助
」
に
加
え

「
や
り
っ
ぱ
な
し
の
行
政
」「
お
ま
か

せ
行
政
」「
無
関
心
な
民
間
」
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
共
通
認
識

し
、「
共
助
」
を
各
分
野
で
進
め
て
い

き
た
い
。

　
再
質
問

地
域
の
経
済
を
ど
れ
だ
け
盛

り
上
げ
る
か
。
本
町
の
小
さ

い
規
模
の
中
で
行
政
が
主
体
と
な
っ

て
い
く
べ
き
姿
が
な
い
と
な
か
な
か

起
爆
剤
が
生
ま
れ
な
い
。
ぜ
ひ
起
爆

剤
と
な
る
も
の
を
町
長
が
示
し
、
そ

れ
に
賛
同
し
本
町
が
栄
え
て
い
く
こ

と
を
望
む
が
、
町
長
と
し
て
の
取
り

組
み
方
針
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

再
答
弁 

町
長

起
爆
剤
は
あ
る
手
度
、
必
要

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

第
一
に
今
町
民
が
こ
こ
に
住
ん
で
い

る
。
一
日
で
も
長
く
幌
加
内
に
住
ん

で
も
ら
え
る
。
ま
ず
は
町
民
皆
さ
ん

の
安
全
、
安
心
を
担
保
と
し
て
、
そ

の
上
で
町
勢
の
発
展
を
図
っ
て
い

く
。
起
爆
剤
を
仕
掛
け
て
い
く
。
起

爆
剤
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が
積
み

上
げ
て
き
た
幌
加
内
そ
ば
、
そ
し
て

朱
鞠
内
湖
、
こ
れ
は
他
に
負
け
な
い

素
晴
ら
し
い
資
源
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
核
に
仕
掛
け
て
い
き
た
い
。

　
今
後
、
財
源
確
保
が
非
常
に
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
く
る
。
行
政
単
独

で
は
１
か
ら
10
全
て
賄
い
き
れ
な

い
。
い
ろ
ん
な
方
の
協
力
、
連
携
、

民
間
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。
本
町
だ
け
で
な
く
、
他
の
自

治
体
も
同
じ
で
あ
る
が
連
携
し
な
が

ら
町
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

ＱＡ

Ａ
地
方
創
生
事
業
に
基

づ
く
本
町
の
姿
・
目

標
は

小
さ
い
自
治
体
な
ら

で
は
の「
公
助
」、「
共

助
」
を
各
分
野
で
進

め
て
い
き
た
い

ＱＡ
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
現
在
採
用
し
て
い
る
１

名
。
採
用
が
決
ま
っ
て
い
る
１
名
に

加
え
６
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
予
定
通
り
の

採
用
が
決
定
す
れ
ば
最
大
８
名
の
協

力
隊
の
方
々
が
活
動
す
る
こ
と
に
な

る
。
本
町
に
と
っ
て
は
貴
重
な
マ
ン

パ
ワ
ー
と
し
て
期
待
も
す
る
し
、
将

来
的
に
も
本
町
に
是
非
定
着
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
施
政
方
針
の
中
に
財
政
措
置
が
行

わ
れ
て
い
る
間
に
、
本
町
に
定
着
し

て
も
ら
え
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
い

と
述
べ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の

は
、
財
政
措
置
が
終
わ
る
３
年
間
、

そ
の
後
の
処
遇
と
思
わ
れ
る
。
派
遣

期
間
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
振
興
公
社

や
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
職
員
と
し

て
採
用
す
る
な
ど
、
関
係
す
る
事
業

者
や
団
体
と
の
連
携
や
協
力
体
制
は

十
分
と
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
他
に

も
、
定
着
促
進
の
方
策
が
あ
れ
ば
伺

い
た
い
。

答
弁 

町
長

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お

い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

８
名
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。
昨
年

８
月
か
ら
福
祉
支
援
と
し
て
採
用
の

隊
員
１
名
に
つ
い
て
は
、
就
任
後
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
業
務

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
、

感
想
に
つ
い
て
は
「
広
報
ほ
ろ
か
な

い
３
月
号
」
に
て
紹
介
の
と
お
り
で

あ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
本
町
の
福

祉
支
援
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
業
務
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

た
い
。

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
採
用
予
定
の

隊
員
１
名
に
つ
い
て
は
、
そ
ば
振
興

を
業
務
と
し
て
採
用
す
る
も
の
。
現

在
、
本
町
の
「
そ
ば
活
性
化
協
議

会
、
そ
ば
祭
り
実
行
委
員
会
、
そ
ば

道
場
運
営
委
員
会
」
を
は
じ
め
と
す

る
、
そ
ば
に
か
か
わ
る
各
種
団
体
が

連
携
を
図
り
、
そ
ば
を
核
と
し
た
事

業
展
開
を
続
け
て
き
た
が
、
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
に
よ
り
今
後
の
事
業

展
開
に
支
障
を
き
た
す
話
を
そ
ば
関

係
団
体
か
ら
受
け
た
経
過
が
あ
り
、

そ
ば
関
係
団
体
と
隊
員
が
業
務
に
携

わ
る
協
力
体
制
や
財
政
措
置
終
了
後

の
財
源
措
置
な
ど
に
つ
い
て
検
討
、

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
に
踏
み
切
っ
た
。
そ

ば
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
関
係
機

関
、
団
体
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
募
集
中
の
６
名
に
つ
い
て

は
、
観
光
振
興
業
務
１
名
、
そ
ば
商

品
の
加
工
、
販
売
等
の
業
務
２
名
、

農
産
物
の
試
験
研
究
業
務
３
名
と
し

て
、
去
る
２
月
19
日
か
ら
隊
員
を

募
っ
て
い
る
。
こ
の
募
集
に
関
し
て

も
、
各
関
係
機
関
、
団
体
の
要
望
を

踏
ま
え
た
も
の
で
、
隊
員
に
つ
い
て

は
行
政
に
お
任
せ
で
は
な
く
、
採
用

後
は
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
す
る
機
関
と
業

務
内
容
、
就
業
ま
で
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
話
し
合
っ
て
い
る
。

　
国
か
ら
の
財
政
措
置
は
採
用
か
ら

３
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に

本
町
に
馴
染
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
関
係
す
る
業
種
、
団
体
、
法
人

等
へ
の
就
職
、
雇
用
の
創
出
、
定
住

促
進
に
つ
な
が
れ
ば
、
人
口
減
少
対

策
の
一
助
に
な
る
も
の
と
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
募
集
に
当
た
っ
て

も
、
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
各
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
進
め
て

い
く
。

中
央
公
民
館
の
耐
震
化
診
断

が
平
成
29
年
度
に
終
了
し
て

い
る
が
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
。

　
仮
に
耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
改
修
で
強
化
す
る
の

か
。
ま
た
は
、
建
替
え
も
考
え
ら
れ

る
の
か
。
具
体
的
に
ど
ち
ら
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁 

町
長

耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

は
、
１
階
、
２
階
で
耐
力
不

足
と
の
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果

に
よ
り
、
施
設
を
今
後
も
使
用
し
て

い
く
に
は
耐
震
改
修
が
必
要
と
な
る

が
、
改
修
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

安
全
基
準
の
指
標
で
あ
る
重
要
度
係

数
の
設
定
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
係

数
は
「
１
・
５
」「
１
・
25
」「
１
・

０
」
の
３
段
階
が
あ
る
。
重
要
度
係

数
１
・
０
は
、
大
地
震
後
に
よ
り
構

造
体
の
部
分
的
な
損
傷
は
生
じ
る

が
、
建
築
物
全
体
の
損
傷
は
著
し
く

な
い
こ
と
を
目
標
と
し
、
人
命
の
安

全
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
建
物
と
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
役
場
庁
舎
が
重

要
度
係
数
１
・
０
と
な
っ
て
い
る
。

１
・
０
と
設
定
し
た
場
合
、
耐
震
改

修
の
み
の
経
費
と
し
て
３
３
２
５
万

円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
建

物
を
よ
り
長
く
使
用
し
た
い
と
考
え

る
と
耐
震
改
修
に
加
え
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
、
外
壁
、
窓
枠
の
改

修
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
が
必
要
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
、
古
い
建
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
が
必

要
で
あ
る
。

　
更
に
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
各

部
屋
の
稼
働
率
が
落
ち
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
取
壊
し
を
予
定
し
て
い

る
中
央
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
機
能

な
ど
を
中
央
公
民
館
に
組
み
込
め
な

い
か
等
を
、
幹
部
職
員
で
構
成
す
る

企
画
調
整
会
議
で
協
議
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
間
取
り
の
変

更
な
ど
も
必
要
に
な
り
、
こ
こ
に
入

れ
る
施
設
に
よ
っ
て
は
病
院
跡
地
利

用
に
も
大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
耐
震
改
修
又
は
建
替
え
す
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
改
修
を
し
た
場
合
に

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ
中
央
公
民
館
の
耐
震

化
に
つ
い
て

中
央
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
及
び
病
院
跡
地

利
用
も
考
え
な
が
ら

改
修
又
は
建
替
え
を

検
討
し
て
い
く

ＱＡ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
定
住
促
進
に
つ
い

て勤
務
す
る
機
関
と
業

務
内
容
や
就
業
ま
で

の
連
携
を
図
っ
て
い

く
ＱＡ

中川議員
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は
、
補
助
金
が
あ
た
ら
な
い
。
新
し

い
も
の
を
建
て
た
ら
補
助
金
が
も
ら

え
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
比
較
、

検
討
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
る
。
進

捗
状
況
に
つ
い
て
も
議
会
と
も
連
携

を
図
り
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た

い
。
最
短
で
平
成
31
年
度
に
実
施
設

計
、
平
成
32
年
度
に
着
工
と
考
え
て

い
る
。

　
私
は
幌
加
内
町
を
巣
立
ち
12
年

の
月
日
を
隔
て
、
２
０
１
２
年
に

幌
加
内
の
地
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し

た
。

　
Ｉ
Ｔ
企
業
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
働
き
戻
っ
た
地
元
は
良
く
も

悪
く
も
「
変
わ
ら
な
い
な
」
と
い

う
言
葉
が
し
っ
く
り
く
る
…
寧
ろ

当
時
よ
り
も
寂
し
く
な
っ
た
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

　
遊
ぶ
場
所
も
無
く
お
金
を
落
と

す
場
所
も
無
い
こ
の
町
で
、
若
者

が
生
活
す
る
の
は
刺
激
が
な
く
単

調
に
毎
日
が
過
ぎ
て
い
く
な
か

で
、
自
分
達
が
遊
ぶ
場
所
ス
ト
レ

ス
を
発
散
す
る
場
を
作
る
側
に
な

ろ
う
と
思
い
立
ち
学
生
当
時
に
一

緒
に
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
活
動
を
し
て
い
た

面
々
が
幌
加
内
に
在
住
し
て
い
た

事
も
あ
り
社
会
人
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
結

成
し
ま
し
た
。

　
立
地
的
に
ど
ん
な
に
音
を
出
し

て
も
苦
情
が
こ
な
い
こ
の
町
は
Ｂ

Ａ
Ｎ
Ｄ
活
動
が
し
や
す
く
仕
事
終

わ
り
に
集
ま
り
練
習
出
来
る
場
所

が
有
る
事
は
と
て
も
貴
重
で
、
都

会
で
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
状
況

下
で
練
習
出
来
る
事
を
幸
せ
に
思

い
活
動
を
重
ね
、
学
生
や
社
会
人

が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

出
来
る
場
を
作
り
た
く
、
２
０

１
７
年
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ア

エ
ル
に
て
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト

「
幌O

tnnection

（
オ
ト
ネ
ク

シ
ョ
）」
を
開
催
し
、
町
内
外
か

ら
80
人
を
動
員
し
大
成
功
に
企
画

を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
通
年
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
幌
加
内
町

議
会
様
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

ス
テ
ー
ジ
使
用
料
金
に
つ
い
て
再

検
討
し
て
頂
き
た
く
ご
依
頼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
１
時
間
辺
り
の
レ
ン
タ
ル
使
用

料
が
４
０
０
０
円
と
大
変
高
額
な

為
、
長
時
間
使
用
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
今
後
の
継
続
が
危
う
く
利
用
し

や
す
い
料
金
設
定
に
見
直
し
て
頂

き
た
く
ご
依
頼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
変
微
力
で
は
御
座
い
ま
す

が
、
本
町
の
今
後
の
発
展
の
為
に

更
な
る
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

関
口　
　
豪
さ
ん

添
牛
内

わ
た
し
の
一
言

★　議会を傍聴してみませんか　★
　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、受付簿に「住所」「氏名」
を書いていただければ結構です。

・第１回定例会　３月中旬　　　　　・第２回定例会　６月中旬～下旬
・第３回定例会　９月中旬　　　　　・第４回定例会　12月中旬～下旬

議 会 の
開催時期

議会事務局／役場３階　☎ 0165-35-2121（内線373）
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記
録
的
豪
雪
か
ら
、
今
年
の
農
作
業
が
心
配
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
農
地
に
積
も
っ
て
い
た
雪

は
す
っ
か
り
と
解
け
消
え
、
平
年
の
３
日
遅
れ
で
農

作
業
が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
順
調
に
作

業
が
進
め
ば
、
今
年
も
出
来
秋
に
は
、
お
い
し
い
お

蕎
麦
が
堪
能
で
き
ま
す
ね
。
あ
と
は
三
頭
山
に
積

も
っ
て
い
る
残
雪
が
い
つ
、
そ
の
姿
を
消
す
の
か
。

車
で
通
る
度
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

（４月末現在）

世帯数 802世帯
（前月比16）

人　口 1,535人
（前月比17）

　　男 761人
　女 774人

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
５
月
８
日　
中
川
桜さ
あ
や絢　

ち
ゃ
ん

 

（
父
佳
太
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４
月
23
日

山
谷
廣
治

様

97
歳

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

　
4
月
27
日　
山
谷
弘
一　
様

 

（
父
、
廣
治
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

今月の表紙 シャボン玉パーティー♪
　シャボン玉がふわふわ飛んで
いる方向に行ってみると、双葉
保育園の園児たちが外で楽しく
遊んでいるところでした！ちょっ
とお邪魔し、園児達と「シャボ
ン玉をどこまで大きく膨らませ
られるかゲーム」や、「小さいシャ
ボン玉をどれだけたくさん出せ
るかゲーム」をして盛り上がった一枚でした。

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き

ー 
お
詫
び
と
訂
正 

ー

　

５
月
号
の
５
ペ
ー
ジ
「
Ｊ
Ａ
よ
り
学
校
給

食
米
を
寄
贈
」
の
中
で
、
氏
名
の
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、「
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

の
柏
木
孝
文
代
表
理
事
専
務
ら
」
と
な
り
ま

す
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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